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一
．
は
じ
め
に

　

全
国
有
数
の
畜
産
県
（
肉
用
牛
全
国
第
三
位
、

豚
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
も
に
全
国
第
二
位
）
で
あ

る
宮
崎
県
で
平
成
一
二
年
三
月
発
生
し
た
口
蹄
疫

は
、
一
時
的
な
消
費
の
落
ち
込
み
を
も
た
ら
し
た

が
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
の
努
力
が
実
り
、
量
販

店
や
消
費
者
の
信
用
を
取
り
戻
し
、
家
畜
市
場
で

の
取
引
価
格
も
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
い
た
。
そ

の
矢
先
の
昨
年
秋
発
生
し
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
影
響
が
今

年
に
入
り
深
刻
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
、
今
後
の

動
向
が
懸
念
さ
れ
る
。
口
蹄
疫
の
原
因
と
し
て
輸

入
粗
飼
料
（
輸
入
わ
ら
）
の
可
能
性
が
強
く
、
ま
た

Ｂ
Ｓ
Ｅ
も
輸
入
肉
骨
粉
に
起
因
す
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
県
で
は
安
全
な
自
給
飼
料
の
安
定

確
保
と
と
も
に
、
万
全
な
防
疫
体
制
の
確
立
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
疫
月
間
を
設
け

て
生
産
農
家
の
衛
生
意
識
の
啓
蒙
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
に
口
蹄
疫
初
発
県
と
し
て
粗
飼
料
の

自
給
率
の
向
上
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
県
に
あ
っ

て
は
飼
料
イ
ネ
の
増
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
一
方
、
民
間
に
お
い
て
も
ス
ギ
の
間
伐
材
を
活

用
し
た
牛
の
粗
飼
料
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
．
畜
産
粗
生
産
額
と
飼
養
動
向

1

粗
生
産
額

　

粗
生
産
額
は
平
成
一
二
年
度
一
、六
六
三
億
円

で
、
こ
こ
五
年
間
一
、六
〇
〇
億
円
か
ら
一
、七
〇
〇

億
円
台
で
推
移
し
て
い
る
。
生
産
額
の
多
い
順
に
、

肉
用
牛
（
四
八
六
億
円
、
五
年
前
対
比
四
％
増
）、

豚
（
四
五
三
億
円
、
同
一
五
％
増
）、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

（
四
二
二
億
円
、
同
八
％
減
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
三
蓄
種
で
全
体
の
八
〇
％
強
を
占
め
て
い
る
。

2

飼
養
動
向

　

過
去
五
年
間
で
比
べ
て
み
る
と
、
飼
養
戸
数
の
漸

減
、
飼
養
頭
羽
数
は
概
ね
横
這
い
（
た
だ
し
乳
用

牛
、
採
卵
鶏
は
微
減
）
で
、
結
果
と
し
て
一
農
家
当

た
り
の
飼
養
頭
羽
数
は
漸
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
畜
種
を
問
わ
ず
全
体
的
な
傾
向
で
あ
る
。
た

だ
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
豚
の
一
戸
当
た
り
飼
養
頭
数

の
増
加
が
際
立
っ
て
お
り
、
平
成
一
三
年
度
末
に
は

一
戸
当
た
り
一
千
頭
（
五
年
前
の
倍
増
）
を
超
す
ま

で
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
口
蹄
疫
の
影
響
が
一
番
懸

念
さ
れ
た
肉
用
牛
は
、
平
成
一
三
年
度
末
飼
養
頭
数

二
五
四
千
頭
（
五
年
前
二
四
六
千
頭
）、
一
戸
当
た

り
二
〇
頭
（
同
一
四
頭
）
と
な
っ
て
お
り
、
発
生
前

後
で
特
に
目
立
っ
た
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
本
格
的
影
響
は
今
後
の
問
題
で
あ
り
、
予

測
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

三
．
飼
料
イ
ネ
の
増
産

　

飼
料
イ
ネ
と
は
、
茎
葉
や
子
実
を
粗
飼
料
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
付
け
さ
れ
る
稲
の

こ
と
で
、
自
給
粗
飼
料
の
増
産
や
生
産
調
整
の
推

進
を
図
る
観
点
か
ら
、
近
年
、
新
た
な
振
興
作
物

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
県
で
は
イ
ン
デ
ィ

カ
タ
イ
プ
の
専
用
種
「
モ
ー
れ
つ
」
を
導
入
し
て

い
る
が
、
転
作
作
物
と
し
て
比
較
的
取
り
組
み
や

す
く
、
粗
飼
料
と
し
て
も
嗜
好
性
が
高
い
な
ど
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
畜
産
地
帯
を
中
心
に
積
極
的
に
推
進
し
て
お

り
、「
耕
種
」
と
「
畜
産
」
部
門
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
一
層
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。
な
お
、
飼
料
イ
ネ
の
導
入
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
次
の
諸
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
粗
飼
料
自
給
率
の
向
上

　

平
成
一
二
年
度
の
口
蹄
疫
発
生
以
後
本
格
的
に

推
進
を
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、
飼
料
作
物
全
体
の

生
産
量
か
ら
み
て
、
現
時
点
で
の
飼
料
イ
ネ
の
占

め
る
割
合
は
少
な
い
。
し
か
し
、
現
在
不
作
付
け

状
態
に
あ
る
水
田
等
を
有
効
活
用
し
、
新
た
に
作

付
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
粗
飼
料
自
給
率
の

向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
点
が
ま
ず

第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
。

②
水
田
機
能
の
維
持
・
管
理
効
果

　

飼
料
イ
ネ
の
栽
培
管
理
は
、
主
食
用
水
稲
と
同

様
に
水
田
に
水
を
張
っ
た
状
態
で
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
水
田
の
も
つ
洪
水
防
止
機
能
、
水
質
浄
化

機
能
等
の
公
益
的
な
機
能
の
維
持
・
管
理
が
継
続

的
に
実
施
可
能
で
あ
る
。

③
た
ば
こ
跡
地
等
の
土
壌
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果

　

葉
た
ば
こ
生
産
に
お
い
て
は
、
連
作
が
続
く
と

土
壌
伝
染
性
病
害
が
発
生
し
や
す
く
、
こ
の
対
策

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

　

口
蹄
疫
発
生
後
の
宮
崎
県
畜
産
の
現
状

　

口
蹄
疫
発
生
後
の
宮
崎
県
畜
産
の
現
状

　
　
　

　
　
　

――

粗
飼
料
の
増
産
・
開
発
（
飼
料
イ
ネ
・
ス
ギ
間
伐
材
の
活
用
）

粗
飼
料
の
増
産
・
開
発
（
飼
料
イ
ネ
・
ス
ギ
間
伐
材
の
活
用
）――
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と
し
て
極
晩
期
水
稲
栽
培
（
七
月
中
旬
移
植
）
を

実
施
す
る
農
家
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
水
稲
か
ら
飼
料
イ
ネ
へ
転
換
す
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
ど
お
り
の
土
壌
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を

得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
生
産
調
整
へ
の
円
滑

な
誘
導
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
農
作
業
機
械
の
有
効
活
用
に
よ
る
低
コ
ス
ト
・

省
力
化

　

稲
作
は
、
他
作
物
に
比
べ
機
械
化
体
系
が
最
も
進

み
、
生
産
者
個
々
の
所
有
率
も
高
い
。
飼
料
イ
ネ
を

作
付
け
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
稲
作
関
連
機
械

を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
飼
料
イ
ネ
は
、
コ
ス
ト
及
び
労
力
面
で
生
産
者

の
負
担
の
少
な
い
転
作
作
物
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
当
県
の
稲
わ
ら
の
需
要
量
は
年
間
約
一
〇

万
ｔ
で
あ
る
が
、
平
成
一
一
年
度
は
こ
れ
を
、
国
内

産
五
七
％
、
輸
入
物
四
三
％
で
賄
っ
て
い
た
。
こ
れ

を
平
成
一
四
年
度
に
は
、
飼
料
イ
ネ
の
増
産
と
東
北

地
方
等
県
外
産
の
導
入
に
よ
り
、
国
内
産
七
八
％
、

輸
入
物
二
二
％
に
ま
で
も
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

四
．
ス
ギ
間
伐
材
の
活
用

　

県
内
ス
ギ
の
間
伐
材
を
細
か
く
繊
維
状
に
し

て
牛
の
粗
飼
料
の
代
用
に
す
る
と
い
う
画
期
的
な

研
究
が
、
宮
崎
大
学
農
学
部
と
県
内
企
業
の
共
同

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
既
に
「
ウ
ッ
ト
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
」
の
名
称
で
商
標
登
録
し
て
お
り
、
現
在
実

際
に
牛
に
与
え
る
実
験
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
安

全
性
、
有
用
性
を
見
極
め
た
う
え
で
、
順
調
に
進

め
ば
二
年
後
に
は
量
産
、
販
売
を
始
め
る
見
通
し

で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
口
蹄
疫
発
生
の
感
染

源
と
し
て
「
輸
入
わ
ら
」
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
を

契
機
に
県
を
挙
げ
て
国
内
産
の
自
給
体
制
確
立
の

動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
本
件
の
実

用
化
は
不
足
す
る
国
内
わ
ら
を
補
う
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
成
功
す
れ
ば
間
伐
材
の

新
規
用
途
の
開
発
と
な
り
、
当
県
の
基
幹
産
業
で

あ
る
「
林
業
」
と
「
畜
産
」
の
両
面
に
わ
た
っ
て
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
関
係
者
の
期
待
は
大
き
い
。

　

具
体
的
製
法
は
、
間
伐
材
を
縦
四
cm
、
横
二
cm

程
の
チ
ッ
プ
に
砕
き
、「
四
気
圧
、
一
五
〇
度
で
三
時

間
」
の
高
圧
高
温
で
蒸
す
。
こ
れ
を
す
り
つ
ぶ
し
糸

く
ず
程
の
繊
維
状
に
す
る
。
製
品
は
三
〇
％
程
度
の

水
分
を
含
み
、
柔
ら
か
く
ほ
の
か
な
芳
香
性
を
有

し
て
い
る
。
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
分
は
な
く
、
配
合
飼

料
と
一
緒
に
使
用
す
る
。
肥
育
、
繁
殖
、
酪
農
牛
い

ず
れ
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
験
は
、
肥
育

牛
に
つ
い
て
は
宮
崎
県
経
済
連
の
肉
用
牛
実
証
農

場
で
平
成
一
二
年
九
月
か
ら
一
四
年
二
月
ま
で
、
ま

た
乳
牛
に
つ
い
て
は
高
鍋
町
の
志
田
牧
場
（
個
体
管

理
が
徹
底
で
き
る
牧
場
を
選
定
）
で
平
成
一
二
年
一

〇
月
か
ら
一
三
年
九
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、
結
果

は
次
の
と
お
り
比
較
的
良
好
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
実
験
に
際
し
て
は
、
ウ
ッ
ト
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
を
主
に
与
え
た
牛
を
試
験
群
、
稲
わ
ら
を
主
に

与
え
た
牛
を
対
照
群
と
区
分
け
し
て
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
試
験
群
の
牛
は
下
痢
を
せ
ず
、
動
作
は

穏
や
か
で
、
良
く
寝
そ
べ
り
、
反
芻
回
数
も
多

く
、腹
の
生
理
的
調
子
の
良
い
こ
と
が
伺
わ
れ
た
。

ウ
ッ
ト
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の
繊
維
が
胃
壁
に
適
度
な

刺
激
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
胃
内
の
Ｖ
Ｆ
Ａ
（
低

級
脂
肪
酸
）
濃
度
に
好
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
嗜

好
性
の
面
で
は
試
験
群
の
牛
の
食
い
つ
き
は
良
く

対
照
群
に
比
べ
て
残
飼
は
む
し
ろ
少
な
い
な
ど
、

と
く
に
問
題
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
乳

質
へ
の
影
響
も
、
試
験
群
と
対
照
群
と
の
比
較
に

お
い
て
統
計
学
的
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま

た
懸
念
さ
れ
た
杉
の
匂
い
の
牛
乳
へ
の
移
行
は
感

応
検
査
の
結
果
否
定
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
心
配

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
肥
育
牛
の
肉
質
の

食
味
テ
ス
ト
の
結
果
、
試
験
参
加
者
四
〇
〇
名
の

う
ち
試
験
群
の
牛
肉
に
高
い
評
価
を
与
え
た
も
の

が
七
〇
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
ウ
ッ
ト
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
の
給
与
が
肉
質
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
安
全
性
に
つ
い
て
も

血
液
洗
浄
度
、
尿
等
の
検
査
か
ら
と
く
に
問
題
な

し
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。
現
在
ウ
ッ
ト
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
を
実
験
使
用
し
て
い
る
農
家
の
意
見
は
「
安

全
で
、
わ
ら
と
違
い
か
さ
ば
ら
ず
取
り
扱
い
が
容

易
、
問
題
は
価
格
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今

後
更
に
実
証
試
験
を
行
い
、
二
年
後
に
は
月
産

三
六
〇
ｔ
、二
万
頭
分
の
販
売
を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
価
格
は
一
kg
三
〇
円
程
度
で
製
造
で
き
る
目

途
が
つ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
稲
わ
ら

（
一
kg
三
〇
〜
四
〇
円
）
と
同
等
か
そ
れ
以
下
で

の
販
売
を
目
指
し
て
い
る
。
ウ
ッ
ト
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
製
品
化
の
成
功
は
、
ス
ギ
生
産
全
国
第
一
位

の
当
県
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
「
林
業
」
と
「
畜

産
」
業
界
の
振
興
と
自
然
環
境
保
全
に
貢
献
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
（
細
田
治
彦
）


